
学
校
の
怪
談

妖
怪
テ
ケ
テ
ケ

第
二
稿

監
督
・
小
中
和
哉

脚
本
・
小
中
千
昭

特
殊
造
形
・
こ
ぐ
ま
兄
弟
舎

／

／



登
場
人
物み

き

後
藤

美
姫
（

）

蹊
城
学
園
高
校
二
年
の
美
少
女
／
ゲ
ー

ム
・
マ
ニ
ア
。
つ
い
で
に
ワ
ガ
マ
マ
。

趣
味
は
ス
ト
�
の
乱
入
対
戦
。

田
中

誠
（

）

同
一
年
／
�
ト
ラ
ウ
マ
・
プ
ロ
�
主
宰

兼
・
監
督
。
テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
を
崇

拝
す
る
も
、
資
質
は
Ｒ
・
コ
ー
マ
ン
。

井
手

啓
人
（

）

同
／
主
演
俳
優
。
Ｊ
・
Ｃ
・
ヴ
ァ
ン
ダ

ム
が
好
き
な
肉
体
ア
ク
シ
ョ
ン
主
義
者
。

得
意
技
は
後
ろ
回
し
蹴
り
。

中
嶋

憲
武
（

）

同
／
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
。
ホ
ン
ト
は
カ
ウ

リ
ス
マ
キ
が
好
き
。
通
称
�
ナ
カ
ジ
�

一
見
ボ
ー
ッ
と
し
て
る
が
、
実
は
そ
う
。

千
葉

晃
一
（

）

同
／
ニ
ヒ
ル
な
敵
役
を
演
じ
る
が
、
別

に
映
画
好
き
で
は
な
い
。
写
真
部
所
属

の
ガ
ン
・
ヲ
タ
ク
。

浅
沼

恵
司
（

）

古
文
教
師
／
都
市
伝
説
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
地
区
の
研
究
会
に

参
画
。

空
手
部
の
み
な
さ
ま
〔
４
～
５
名
の
イ
カ
つ
い
男
子
生
徒
。
高
校
生
に
見
え

な
い
ガ
体
〕

ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
教
師



○
夕
暮
れ
の
教
室

あ
の
、
教
師
が
、
教
壇
脇
の
壁
に
何
か
プ
リ
ン
ト
を
画
鋲
で
留

め
て
い
た
。

教

師
「

明
治
時
代
に
、
粘
菌
の
研
究
な
ん
か
で
活
躍
し
た
、
南
方

熊
楠
い
う
人
が
い
た
の
、
御
存
知
で
す
か
？

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
に
も
渡
っ
た
、
当
時
最
高
の
学
者
で
し
た
。
こ
の
人
が
面
白
い
事
、

言
っ
て
ま
す
。
（
頭
を
横
に
し
て
）
幽
霊
を
見
た
、
っ
て
思
っ
た
時
、

こ
う
い
う
状
態
で
も
、
地
面
か
ら
真
っ
直
ぐ
立
っ
て
見
え
た
ら
、
ホ

ン
モ
ノ
。
頭
と
お
ん
な
し
様
に
横
に
な
っ
て
見
え
て
た
ら
、
そ
り
ゃ

目
の
錯
覚
。
ま
、
極
め
て
明
快
な
答
え
で
は
あ
る
ん
で
す
が
（
頭
戻

し
）

オ
バ
ケ
見
て
し
も
た
時
、
い
ち
い
ち
そ
ん
な
事
気

に
し
ま
っ
か
い
な
…
…
（
ブ
ツ
ブ
ツ
）
」

○
二
年
Ｂ
組
教
室
／
午
前

休
み
時
間
。
談
笑
し
て
い
る
生
徒
た
ち
。

最
後
部
の
席
で
、
ガ
ム
を
噛
み
な
が
ら
『
ロ
グ
イ
ン
』
を
読
ん

で
い
る
の
は

や
や
蔭
の
あ
る
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
美
少
女

・
美
姫
。

教
室
の
入
口
で
、
四
人
の
男
子
が
見
て
い
た
が
、
意
を
決
し
て

美
姫
の
前
に
や
っ
て
く
る
。

井

手
「

あ
っ
、
あ
の
、
後
藤
美
姫
、
さ
ん
」

美

姫
「
？
」

ナ
カ
ジ
「
（
見
惚
れ
て
た
ら
、
つ
い
）
ぼ
っ
、
ぼ
く
と
付
き
合
っ
て
く
だ

」

ナ
カ
ジ
、
千
葉
ら
に
襟
首
掴
ま
れ
て
背
後
へ
。

ズ
イ
と
前
に
出
る
誠
。

千

葉
「
（
オ
フ
／
ナ
カ
ジ
に
）
ち
が
う
だ
ろ
っ
！
（
ス
パ
ン
ス
パ
ン
叩
き
）
」

誠

「
（
愛
想
笑
み
）
僕
た
ち
、
１
年
の
有
志
で
ビ
デ
オ
映
画
作
っ
て
ん
で

す
け
ど
、
出
演
し
て
貰
え
ま
せ
ん
か
？
」

美

姫
「

」

誠
の
愛
想
笑
み
、
硬
直
。
冷
汗
タ
ラ
ー
ッ
。

誠

「
（
必
死
に
）
あ
の
、
そ
ん
な
変
な
奴
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
あ
、
ち
ょ
っ

と
変
だ
け
ど
。
て
ゆ
っ
か
、
ア
ク
シ
ョ
ン
物
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
い

１



つ
（
井
手
）
が
学
園
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
、
学
園
侵
略
と
闘
う

」

美

姫
「
（
無
愛
想
に
）
い
ー
け
ど
」

誠

「
え
？
」

美

姫
「
別
に
ヒ
マ
だ
し
」

サ
ッ
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
、
�
ト
ラ
ウ
マ
・
プ
ロ
�
の
面
々
。

○
校
庭
の
隅
／
翌
日
曜
午
前

ぼ
ん
や
り
と
立
っ
て
い
る
美
姫
。
革
ジ
ャ
ケ
に
ミ
ニ
、
ブ
ー
ツ

姿
（
非
ヘ
ビ
メ
タ
系
）
。
ガ
ム
か
み
か
み
。

三
脚
に
据
え
た
８

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
囲
む
四
人
。
井
手
は
ボ

ロ
ボ
ロ
の
空
手
着
を
衣
装
と
し
て
着
て
い
る
。

美
姫
の
立
っ
て
い
る
側
の
木
の
根
本
、
朽
ち
た
木
片
が
数
本
、

立
っ
て
い
る
。

井

手
「
（
見
な
が
ら
小
声
で
）
可
憐
な
美
少
女
っ
て
設
定
じ
ゃ
な
か
っ
た
の

か
よ
」

千

葉
「
何
で
昨
日
、
衣
装
、
打
ち
合
わ
せ
と
か
な
か
っ
た
の
さ
」

誠

「
い
ん
だ
よ
！
あ
れ
で
（
無
理
に
納
得
）

ち
ょ
っ
と
不
良
娘
が
か
っ

て
た
方
が
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
っ
て
も
ん
だ
ろ
。
い
く
ぞ
っ
！
」

井

手
「
（
背
後
に
）
空
手
部
の
み
な
さ
ー
ん
！
」

４
～
５
人
の
、
イ
カ
つ
い
男
子
（
全
員
学
生
服
）
が
出
て
く
る
。

ど
う
見
て
も
二
十
歳
過
ぎ
の
イ
カ
つ
い
野
郎
ど
も
。

ナ
カ
ジ
「
こ
の
人
た
ち
、
ホ
ン
ト
に
ウ
チ
の
生
徒
？
」

千

葉
「
ど
う
や
っ
て
口
説
い
た
の
？
」

誠

「
春
の
大
会
、
ビ
デ
オ
で
撮
る
っ
て
バ
ー
タ
ー
で
よ
。
（
空
手
軍
に
）

じ
ゃ
、
さ
っ
き
の
段
取
り
で
い
き
ま
す
か
ら
！
」

頷
き
、
美
姫
を
囲
む
様
に
立
つ
。

誠

「
（
気
合
）
は
い
本
番
！
」

ナ
カ
ジ＋

千
葉
「
本
番
！
」

ナ
カ
ジ
「
カ
メ
ラ
回
っ
た
！

５
秒
前
」

誠＋

井
手＋

千
葉
「
４
、
３
、
２

」

一
瞬
の
静
寂
。

誠

「
よ
ー
い
！

ス
タ
ー
ッ
！
」

空
手
軍
、
美
姫
の
腕
を
掴
み
、
連
れ
て
い
こ
う
と
す
る
。

２



美
姫
、
「
え
っ
？
え
っ
？
」
と
さ
れ
る
が
ま
ま
。

誠

「
（
ニ
タ
）
お
お
、
リ
ア
ル
な
芝
居
！
」

と
！

井
手
が
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。

空
手
Ａ
「
何
だ
て
め
え
！
」

ナ
カ
ジ
、
三
脚
を
持
ち
上
げ
て
ス
テ
デ
ィ
カ
ム
の
様
に
周
り
こ

ん
で
い
く
。
追
従
す
る
誠
。

井

手
「
彼
女
を
離
せ
！
」

空
手
Ａ
「
ざ
け
ん
じ
ゃ
ね
え
！
」

サ
ッ
と
三
人
が
井
手
を
取
り
囲
む
。

井
手
、
目
を
左
右
に
走
ら
せ
て

キ
メ
・
ポ
ー
ズ
！

襲
い
か
か
る
三
人
！

井
手
、
機
敏
に
か
わ
し
て
胸
元
に
中
キ
ッ
ク
を
か
ま
せ
る
！

空
手
軍
、
大
袈
裟
に
や
ら
れ
て
く
れ
る
。

井
手
、
自
分
で
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ッ
ク
。

ヒ
マ
な
も
ん
で
、
脇
で
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
し
て
い
る
美
姫
。

誠
、
手
に
汗
握
っ
て
演
出
。

大
袈
裟
に
敵
の
キ
ッ
ク
を
受
け
る
井
手
、
美
姫
の
側
に
吹
っ
飛

び
、
木
片
を
ベ
キ
ベ
キ
と
押
し
倒
す
。

誠
、
『
お
し
！
』

井
手
、
美
姫
の
腕
を
ぼ
ん
や
り
と
掴
ん
で
い
た
二
人
か
ら
美
姫

を
奪
還
。
美
姫
を
背
後
に
隠
し
て
キ
メ
・
ポ
ー
ズ
。

カ
メ
ラ
を
覗
い
て
い
た
ナ
カ
ジ
、
『
？
』

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
内
。
折
れ
た
木
片
の
辺
り
、
何
か
黒
い
影
が
蠢

い
て
い
る
。

誠

「
カ
ッ
ト
ー
ッ
！
」

３



ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
脇
の
ナ
カ
ジ
を
見
る
。
と
、
ナ
カ
ジ
と
っ

く
に
カ
メ
ラ
を
脇
に
降
ろ
し
、
全
然
違
う
方
を
ボ
ー
ッ
と
見
て

い
る
。
誠
、
泣
き
そ
う
な
顔
で
カ
メ
ラ
と
ナ
カ
ジ
を
交
互
に
見

る
。

誠

「
ナ
カ
ジ
…
…
？
」

○
廊
下
／
視
聴
覚
準
備
室
前
／
翌
日

休
み
時
間
、
生
徒
た
ち
が
歩
い
て
い
る
。

部
屋
の
前
に
張
紙
。
『
ト
ラ
ウ
マ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
使
用
中
。

入
る
な
』
（
結
構
前
か
ら
貼
っ
て
あ
る
ら
し
く
、
黄
ば
ん
で
る
）

○
視
聴
覚
室
内

小
会
議
室
程
の
部
屋
。
ビ
デ
オ
機
器
が
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
い

お
り
、
そ
の
脇
の
壁
に
は
美
姫
の
写
真
。
盗
み
撮
り
ら
し
く
、

珍
し
く
笑
顔
を
見
せ
て
い
る
。

オ
フ
ラ
イ
ン
の
編
集
機
を
囲
ん
で
い
る
四
人
。

真
剣
な
面
持
ち
。

モ
ニ
タ
ー
に
、
前
シ
ー
ン
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
映
っ
て
い
る
。

井
手
が
自
分
で
や
っ
て
る
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。

井

手
「
こ
れ
な
あ
、
や
っ
ぱ
ホ
ン
ト
に
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
や
ん
ね
え
と

思
い
っ
き
し
マ
ヌ
ケ
だ
よ
な
あ
」

千

葉
「
な
ら
や
ん
な
き
ゃ
い
い
じ
ゃ
ね
ー
か
」

井

手
「
『
ム
ッ
』
」

誠

「
フ
ィ
ル
ム
だ
っ
た
ら
出
来
ん
だ
け
ど
な
、
そ
う
い
う
奴
だ
っ
て
さ
」

千

葉
「
早
く
バ
イ
ト
し
て
、
８

カ
メ
ラ
買
え
よ
」

誠

「
特
撮
や
れ
る
奴
っ
た
ら
Ｚ
Ｃ
１
０
０
０
だ
ろ
？

幾
ら
す
っ
と
思
っ

て

」

ナ
カ
ジ
「
あ
、
こ
こ
だ
」

ナ
カ
ジ
、
止
め
た
映
像
の
隅
を
指
す
。
黒
い
影
が
ぼ
ん
や
り
。

井

手
「
え
？

何
？
」

誠

「

何
だ
？

こ
れ
…
…
」

影
の
中
心
、
赤
く
目
の
様
な
も
の
が
ぼ
ん
や
り
光
っ
て
い
る
。

４



Ｓ
「
妖
怪
テ
ケ
テ
ケ
」

■
Ｃ
Ｍ

○
１
年
Ｃ
組
教
室
／
午
後

授
業
中
。
生
徒
ら
、
真
面
目
に
教
科
書
を
読
ん
で
い
る
中

、

誠
、
手
製
の
コ
ン
テ
用
紙
に
絵
コ
ン
テ
を
書
い
て
い
る
。
台
上

に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
、
制
服
姿
の
美
姫
の
姿
。
構
図
は
決

ま
っ
て
い
る
が
、
美
姫
の
顔
が
気
に
入
ら
ず
、
書
き
直
す
。

○
同
／
放
課
後

窓
外
は
夕
暮
れ
。

３
個
程
の
レ
フ
ラ
ン
プ
が
室
内
を
照
ら
し
て
い
る
。

寄
せ
ら
れ
た
机
の
上
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
美
姫
、
ガ
ム
を

か
み
か
み
。

千

葉
「
（
誠
に
小
声
で
）
お
い
誠
、
ゴ
ト
ミ
キ
、
機
嫌
悪
そ
ー
だ
ぞ
」

誠

「
（
美
姫
に
）
す
い
ま
せ
ん
。
す
ぐ
や
り
ま
す
か
ら
」

美

姫
「
べ
つ
に
い
ー
け
ど
ぉ
」

誠

「
（
見
惚
れ
て
る
）
美
し
い
…
…
。
（
ハ
ッ
）
井
手
、
い
く
ぞ
！

は

い
本
番
！
」

全

員
「
本
番
！
」
井
手
と
ナ
カ
ジ
、
廊
下
へ
出
て
い
く
。

美
姫
、
オ
デ
コ
が
か
ゆ
く
な
り
、
無
理
や
り
左
手
を
外
し
て
ポ

リ
ポ
リ
。

ナ
カ
ジ
「
（
オ
フ
）
カ
メ
ラ
回
っ
た
！

５
秒
前
！
」

美
姫
、
サ
ッ
と
左
手
を
戻
す
。

全

員
「
４
、
３
、
２

」

ピ
ン
ポ
ー
ン
！

拡
声
器
が
鳴
る
。

教
師
の
声
「
は
い
下
校
時
刻
！

残
っ
て
る
生
徒
は
全
員
帰
り
な
さ
い
！
」

全

員
「
だ
ー
っ
！
」

誠

「
お
し
っ
！

こ
の
カ
ッ
ト
だ
け
撮
っ
ち
ゃ
う
ぞ
！
」

５



誠

「
（
オ
フ
）
ス
タ
ー
ッ

」

縛
ら
れ
て
い
る
美
姫
の
も
と
へ
駆
け
つ
け
る
井
手
。

井

手
「
大
丈
夫
か

」

美

姫
「
来
ち
ゃ
駄
目
！

こ
れ
は
罠
な
ん
だ
か
ら
（
棒
読
み
）
」

美
姫
の
ロ
ー
プ
を
解
き
始
め
る
井
手
。
と
！

千

葉
「
（
オ
フ
）
俺
の
言
う
事
が
聞
け
な
い
奴
は
、
殺
す
！
」

キ
ッ
と
見
る
井
手
。

教
室
の
隅
に
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
立
つ
千
葉
！

不
敵
な
笑
み
。

千
葉
に
向
か
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
い
た
ナ
カ
ジ
、
コ

ケ
る
。

ナ
カ
ジ
「
て
ッ
！
」

一

同
「
（
ガ
ッ
ク
リ
）
ナ
ー
カ
ー
ジ
ー
」

千
葉
、
不
満
そ
う
に
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
小
振
り
な
ワ
ル
サ
ー
を

出
し
て
愛
撫
。

誠

「
千
葉
！

今
回
の
作
品
は
ピ
ス
ト
ル
使
わ
な
い
っ
て
言
っ
た
ろ

」

千

葉
「
（
劇
中
口
調
）
こ
い
つ
ぁ
、
俺
の
相
棒
さ
。
気
に
し
な
い
で
く
れ
」

誠

「
（
呆
れ
）
宍
戸
錠
か
お
ま
え
は
…
…
。
た
く
…
…
（
ふ
と
目
を
ド
ア

に
移
し
）

」

開
い
た
ド
ア
外
、
廊
下
の
暗
が
り
に
黒
い
影
が
う
ず
く
ま
り
、

赤
い
目
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
！

誠

「
あ
わ
わ
わ
わ
」

『
え
？
』
と
見
る
一
同
。
寝
て
い
る
美
姫
も
見
る
。

黒
い
影
、
赤
い
目
を
光
ら
せ
て
消
え
る
。

一

同
「
わ
ー
っ
！
」

ナ
カ
ジ
、
カ
メ
ラ
を
知
ら
ず
に
向
け
て
い
る
。
そ
の
カ
メ
ラ
、

�
Ｒ
Ｅ
Ｃ
�
の
赤
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
た
…
…
。

○
帰
り
道
／
夕
刻

歩
い
て
い
る
一
同
。
み
ん
な
、
荷
物
が
大
き
い
。

誠

「
え
っ

ナ
カ
ジ
さ
っ
き
の
撮
っ
た
の

」

ナ
カ
ジ
「
う
ー
ん
、
い
ち
お
ー
。
で
も
さ
っ
き
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
見
た
ら
よ

く
判
ん
な
か
っ
た
け
ど
…
…
」

６



井

手
「
見
て
え
よ
そ
れ
！

ど
っ
か
で
見
よ
う
ぜ
！
」

千

葉
「
ど
こ
で
？

誠
ン
ち
？
」

誠

「
（
曇
る
）

ウ
チ
、
ち
っ
と
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。
親
う
る
さ
く

っ
て
さ
、
最
近
…
…
」

美

姫
「

じ
ゃ
あ
、
ウ
チ
来
る
？
」

一

同
「
『
え
？
』
」

美

姫
「
別
に
い
ー
け
ど
。
誰
も
い
な
い
し
」

サ
ッ
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
男
子
。

○
後
藤
家
外
観
／
夜山

手
に
あ
る
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

○
同
内
／
美
姫
の
部
屋

広
い
。
あ
ま
り
女
の
子
ら
し
く
な
い
イ
ン
テ
リ
ア
。
部
屋
の
片

側
に
は
大
型
テ
レ
ビ
。
ゲ
ー
セ
ン
仕
様
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
付

い
た
フ
ァ
ミ
コ
ン
や
メ
ガ
ド
ラ
、
パ
ソ
コ
ン
が
ガ
ン
ガ
ン
あ
り
、

ム
キ
出
し
の
ゲ
ー
ム
基
盤
（
ゲ
ー
セ
ン
用
）
が
何
枚
も
立
て
掛

け
ら
れ
て
い
る
。

固
ま
り
、
呆
然
と
見
て
い
る
男
子
。

千

葉
「

こ
れ
、
女
の
部
屋
か
よ
」

井

手
「
い
わ
ゆ
る
、
ゲ
ー
ム
ヲ
タ
ク
っ
て
奴
で
す
か
…
…
」

ナ
カ
ジ
「
そ
れ
も
、
そ
ー
と
ー
�
濃
い
�
部
類
の
」

誠

「
（
頭
を
抱
え
）
ゴ
ト
ミ
キ
の
イ
メ
ー
ジ
が
音
を
た
て
て
ガ
ラ
ガ
ラ
と

崩
れ
去
る

」

美
姫
、
機
械
類
の
裏
で
配
線
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ
や
っ
て
い
る
。

美

姫
「
座
れ
ば
？
」

四

人
「
（
ニ
ッ
コ
リ
）
ハ
イ
ッ
！
」

座
る
四
人
。
部
屋
に
は
ポ
テ
チ
や
チ
ョ
コ
が
散
乱
。
何
故
か
べ

っ
こ
う
飴
も
あ
る
。

千

葉
「
（
べ
っ
こ
う
飴
を
手
に
と
っ
て
）
ゴ
ト
ミ
キ
の
主
食
っ
て
こ
れ
か
？
」

美

姫
「
た
ぶ
ん
こ
れ
で
へ
ー
き
。
出
し
て
み
て
」

ナ
カ
ジ
「
あ
、
は
い
」
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コ
ー
ド
で
繋
が
れ
た
８

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
プ
レ
イ
す
る
。

画
面
に
廊
下
の
映
像
が
流
れ
る
。

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
吉
本
系
ギ
ャ
グ
を
カ
マ
す
井
手
の
姿
。

井

手
「
い
い
っ
し
ょ
？

こ
の
ギ
ャ
グ
」

白
い
空
気
…
…
。

千

葉
「

（
冷
徹
に
）
飛
ば
そ
う
」

井

手
「
『
ム
ッ
』
」

サ
ー
チ
さ
れ
る
画
面
。

固
唾
を
呑
ん
で
見
つ
め
る
四
人
。

ド
ア
外
の
黒
い
影
、
目
を
光
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ポ
ー
ズ
。

美
姫
除
く
四
人
「
ぎ
え
ー
っ
」

千

葉
「

人
間
、
じ
ゃ
ね
ー
よ
な
？

こ
れ
」

誠

「
こ
れ
っ
て

�
テ
ケ
テ
ケ
�
っ
て
奴
じ
ゃ
ね
え
か
？
」

井

手
「
何
だ
よ
そ
れ
」

誠

「
ほ
ら
、
頭
と
腕
だ
け
で
、
も
の
す
げ
え
ス
ピ
ー
ド
で
追
っ
掛
け
て
く

る
っ
て
」

千

葉
「
そ
れ
で
し
ま
い
に
ゃ
人
喰
っ
ち
ゃ
う
奴
か
」

ナ
カ
ジ
「
そ
れ
っ
て
、
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

千

葉
「
ウ
チ
の
学
校
に
も
出
た
か
あ
…
…
」

ゲ
ー
ム
画
面
。
リ
ュ
ウ
が
春
麗
（
チ
ュ
ン
リ
ー
）
に
ボ
ッ
コ
ボ

コ
に
や
ら
れ
て
い
る
。
リ
ュ
ウ
、
『
波
動
拳
』
を
連
発
す
る
も

効
か
ず
、
遂
に
墜
ち
た
…
…
。

井

手
「
つ
、
強
え
え
…
…
」

対
戦
相
手
の
美
姫
、
顔
色
変
え
ず
。

美

姫
「
も
っ
ぺ
ん
、
や
る
？
」

井

手
「
お
願
い
し
ま
す
っ
！
」

そ
れ
を
背
後
か
ら
ぼ
ん
や
り
と
見
て
い
る
三
人
。

千

葉
「
（
小
声
）
そ
う
い
や
、
聞
い
た
事
が
あ
る
。
駅
前
の
ゲ
ー
セ
ン
で
、

ス
ッ
ゲ
ー
か
わ
い
い
子
が
、
ス
ト
�
で
百
人
斬
り
し
た
っ
て
…
…
」

誠

「
（
ア
ハ
ハ
ハ
）
ゴ
ト
ミ
キ
の
事
だ
っ
た
の
ね
…
…
」

ナ
カ
ジ
「
ね
え
、
あ
い
つ
が
テ
ケ
テ
ケ
だ
と
し
た
ら
、
古
文
の
浅
沼
ち
ゃ
ん
が

詳
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
…
…
」

千

葉
「
な
ん
で
？
」
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ナ
カ
ジ
「
だ
っ
て
あ
い
つ
、
そ
う
い
う
学
校
の
怪
談
と
か
さ
、
ウ
ワ
サ
み
た
い

な
の
、
研
究
し
て
ん
で
し
ょ
？
」

千

葉
「

（
誠
に
）
な
あ
、
あ
の
ビ
デ
オ
、
テ
レ
ビ
と
か
に
売
れ
ん

じ
ゃ
な
い
か
？
」

誠

「
あ
ん
な
ぼ
ん
や
り
じ
ゃ
、
駄
目
だ
ろ
う
な
…
…
。
（
ヒ
ラ
メ
く
）

も
っ
と
は
っ
き
り
映
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
ん

そ
し
た
ら
Ｚ

Ｃ
１
０
０
０
、
買
え
る
じ
ゃ
ん
！
」

千
葉＋

ナ
カ
ジ
「
お
お
」

誠

「
そ
し
た
ら
特
撮
し
ま
く
り
映
画
、
撮
れ
る
じ
ゃ
ん
！
」

千
葉＋

ナ
カ
ジ
「
お
お

」

誠

「
そ
し
た
ら
俺
は
、
天
才
少
年
監
督
で
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
！
」

千
葉
と
ナ
カ
ジ
、
眉
を
顰
め
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

千

葉
「
そ
り
ゃ
ど
ー
か
ね
」

ナ
カ
ジ
「
才
能
が
ね
」

誠

「
（
美
姫
に
泣
き
を
入
れ
る
）
美
姫
さ
～
ん
」

美

姫
「
ん
？
（
べ
っ
こ
う
飴
を
く
わ
え
た
顔
で
振
り
向
く
）
」

誠

「
（
唖
然
）
あ
、
い
え
、
な
ん
で
も
…
…
」

井

手
「
ぎ
ゃ
ー
っ
、
や
ら
れ
た
あ
！
」

振
り
向
き
な
が
ら
も
美
姫
、
操
作
を
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

眉
を
し
か
め
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
千
葉
と
ナ
カ
ジ
。

○
１
年
Ｃ
組
教
室
／
翌
午
前

古
文
教
師
・
浅
沼
の
授
業
。

黒
板
の
文
字

『
源
氏
物
語

夕
顔
の
巻

ほ
の
か
に
、
か
の
あ
り
し
院
な
が
ら
、
添
ひ
た
り
し
女
の
さ

ま
も
お
な
じ
や
う
に
て
み
え
け
れ
ば
、
荒
れ
た
り
し
所
に
棲

み
け
ん
物
の
、
我
に
見
入
れ
け
ん
た
よ
り
に
、
か
く
な
り
ぬ

る
こ
と
を
思
し
出
づ
る
に
も
、
ゆ
ゆ
し
く
な
ん
』

浅

沼
「

荒
ん
で
る
と
こ
ろ
に
棲
ん
で
た
ら
し
い
何
か
が
、
私
に
取
り

つ
こ
う
と
し
た
事
を
思
い
出
す
に
つ
け
、
ゾ
ー
ッ
と
し
ち
ま
う
…
…
。

ま
、
そ
ん
な
事
だ
な
。
こ
こ
に
棲
ん
で
た
の
は
、
�
モ
ノ
ノ
ケ
�
、

妖
怪
だ
な
。
女
の
死
ん
だ
霊
が
変
化
（
げ
）
し
た
も
の
。
（
ウ
ヒ
ヒ
）
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な
？

け
っ
こ
う
源
氏
物
語
も
ホ
ラ
ー
だ
ろ
？
」

生
徒
達
、
無
反
応
。
と
、
終
業
の
チ
ャ
イ
ム
。

浅

沼
「
（
つ
ま
ら
な
そ
う
に
）
ん
と
、
じ
ゃ
今
日
は
こ
こ
ま
で
ね
」

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
だ
す
教
室
。

浅
沼
、
黒
板
の
字
を
消
し
て
い
る
。

誠
ら
四
人
が
近
づ
い
て
く
る
。

誠

「
先
生
、
質
問
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」

浅

沼
「
お
、
珍
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」

○
廊
下

歩
い
て
い
る
五
人
。

浅

沼
「

な
ん
だ
よ
、
そ
っ
ち
の
話
か
あ
…
…
。
な
に
、
今
度
は
ホ
ラ

ー
映
画
で
も
撮
る
ん
か
？
」

誠

「
え
、
そ
う
い
う
訳
じ
ゃ
…
…
」

浅

沼
「
（
構
わ
ず
）
ま
あ
、
確
か
に
有
名
だ
よ
、
テ
ケ
テ
ケ
っ
て
の
は
」

井

手
「
や
っ
ぱ
、
い
る
ん
す
か
ね

」

浅

沼
「
（
苦
笑
）
そ
う
い
う
報
告
が
、
ウ
チ
の
研
究
会
に
も
全
国
の
学
校
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
る
よ
。
ま
あ
、
ど
れ
も
似
た
よ
う
な
話
で
ね
。
尾
鰭

が
か
な
り
つ
い
て
る
み
た
い
だ
け
ど
、
と
に
か
く
最
近
多
く
な
っ
た

な
」

誠

「

や
っ
ぱ
り
…
…
」

千

葉
「
や
っ
ぱ
、
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
と
か
い
っ
て
走
る
ん
だ
？
」

浅

沼
「
共
通
し
て
ん
の
は
、
上
半
身
だ
け
、
も
し
く
は
下
半
身
だ
け
。
も
の

凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
っ
て
事
だ
な
。
こ
の
早
く
走
る
っ
て
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
ね
、
あ
る
先
生
は
、
こ
れ
は
口
裂
け
女
の
ル
ー
ツ
だ
、
と

解
釈
し
て
る
ん
だ
」

井

手
「
（
軽
く
）
じ
ゃ
、
『
ポ
マ
ー
ド
・
ポ
マ
ー
ド
』
つ
っ
た
ら
逃
げ
た
り

し
て
」

ナ
カ
ジ
「
（
驚
愕
）
え
え
え
っ

あ
れ
っ
て
『
べ
っ
こ
う
あ
め
べ
っ
こ
う
あ

め
』
っ
て
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
ぉ
ぉ
？

（
恐
怖
）
う
そ
ー
っ
」

誠＋

井
手＋

千
葉
「
ナ
ー
カ
ー
ジ
ー
（
呆
れ
果
て
）
」

○
理
科
室
前

１０



や
っ
て
き
た
五
人
。
浅
沼
、
立
ち
止
ま
っ
て
中
を
見
る
。

浅

沼
「

こ
れ
は
俺
の
解
釈
な
ん
だ
け
ど
ね
。
テ
ケ
テ
ケ
、
も
し
く
は

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
、
ま
、
色
ん
な
呼
び
名
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
一
種
の

動
物
霊
じ
ゃ
な
い
の
か
な
…
…
」

誠

「
動
物
？
」

浅

沼
「
例
え
ば
、
実
験
で
死
ん
だ
動
物
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
死
ん
だ
動
物
、
学

校
に
は
つ
き
も
の
だ
か
ら
ね
。
そ
れ
ら
の
霊
魂
が
集
合
体
と
な
っ
て

…
…
」

四

人
「

」

浅

沼
「
あ
っ
、
マ
ジ
で
と
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
れ
は
俺
の
独
自
な
仮
説
っ

て
い
う
か
な
。
そ
う
い
う
解
釈
す
る
と
筋
が
通
っ
て
聞
こ
え
る
で
し

ょ
？

ま
、
学
会
で
の
ウ
ケ
狙
い
っ
て
と
こ
（
ウ
ヒ
ヒ
ヒ
）
」

行
っ
て
し
ま
う
浅
沼
。

し
か
し
四
人
は
、
マ
に
受
け
て
い
る
…
…
。

○
校
庭
脇
／
放
課
後ゴ

～
ン
、
何
故
か
鐘
が
鳴
る
。

井
手
が
破
壊
し
た
木
片
を
囲
ん
で
立
っ
て
い
る
四
人
。
ナ
カ
ジ

は
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
。

誠

「

こ
れ
、
十
年
く
ら
い
前
に
飼
っ
て
た
カ
メ
の
墓
だ
っ
て
よ
」

千

葉
「
何
で
壊
す
ん
だ
よ
（
井
手
に
）
」

井

手
「
知
ら
ね
ー
よ
。
先
に
教
え
と
い
て
く
れ
よ
な
、
そ
ー
ゆ
ー
の
」

ふ
と
後
ろ
を
見
る
誠
。

美
姫
が
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
を
し
て
い
る
。

井

手
「
あ
の
、
今
日
は
撮
影
、
し
ま
せ
ん
け
ど
…
…
」

美

姫
「
（
顔
を
上
げ
ず
）
い
い
の
。
別
に
ヒ
マ
だ
か
ら
…
…
」

千

葉
「
ほ
ん
と
に
ヒ
マ
な
ん
だ
な
あ
」

誠

「
ナ
カ
ジ
、
カ
メ
ラ
」

ナ
カ
ジ
、
８

ビ
デ
オ
を
周
囲
に
パ
ン
し
な
が
ら
回
し
始
め
る
。

誠

「
ど
こ
に
い
る
ん
だ
…
…
？
」

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
か
ら
目
を
外
し
、
ぼ
ん
や
り
と
校
舎
の
方
を
見

上
げ
る
美
姫
。
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美

姫
「

あ
れ
？
」

ナ
カ
ジ
、
カ
メ
ラ
を
覗
き
な
が
ら
近
づ
く
。

千

葉
「
何
か
映
っ
て
る
か
？
」

ナ
カ
ジ
「
う
ん
に
ゃ
」

美

姫
「
（
オ
フ
）
ね
え
」

井

手
「
（
振
り
向
か
ず
）
静
か
に
し
て
下
さ
い
！
」

美

姫
「
（
オ
フ
）
あ
れ
っ
て
、
違
う
の
？
」

誠

「
え
？
」誠
、
美
姫
の
見
て
い
る
方
を
見
上
げ
る
。

誠

「
う
ぎ
ゃ
っ
！
」

窓
に
赤
い
目
が
浮
か
ん
で
い
る

○
廊
下

走
り
込
ん
で
く
る
一
同
。

誠

「
こ
っ
ち
の
窓
だ
！
」

し
か
し
、
無
人
。

見
回
す
一
同
。

井

手
「

ど
っ
ち
行
っ
た
？
」

千

葉
「
知
ら
ね
ー
よ
…
…
」

脅
え
な
が
ら
進
ん
で
い
く
一
同
。
最
後
部
か
ら
美
姫
も
続
く
。

ナ
カ
ジ
「
ね
え
」

井

手
「
何
だ
よ
」

ナ
カ
ジ
「
い
き
な
り
ワ
ッ
と
か
出
て
き
た
ら
、
ど
う
す
ん
の
？
」

千

葉
「
そ
り
ゃ
ー
…
…
」

井

手
「
こ
っ
ち
だ
っ
て
経
験
値
上
が
っ
て
ん
だ
。
ビ
ビ
ッ
て
ね
え
で
し
っ
か

り
ビ
デ
オ
に
写
す
！
」

誠

「
（
イ
ヒ
ヒ
）
８

ど
こ
ろ
か
、

と
か
買
え
る
か
も
」

ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
様
な
廊
下
を
進
ん
で
い
く
パ
ー
テ
ィ
。

○
そ
の
先
の
廊
下

薄
暗
い
廊
下
を
、
恐
る
恐
る
進
ん
で
い
く
。

誠

「
特
撮
し
ま
く
り
映
画
…
…
」
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井

手
「
ア
ク
シ
ョ
ン
超
大
作
…
…
」

千

葉
「
弾
着
バ
リ
バ
リ
・
ガ
ン
・
フ
ァ
イ
ト
・
バ
ト
ル
・
爆
破
ア
リ
ア
リ
・

血
糊
バ
シ
バ
シ
…
…
（
狂
人
か
こ
い
つ
は
）
」

ナ
カ
ジ
「

ぼ
く
は
、
青
春
ぽ
い
の
、
や
り
た
い
ん
だ
け
ど
」

美

姫
「

」
ス
ー
ッ
。

誠

「
？
」
何
か
が
床
を
走
り
、
誠
ら
の
前
方
へ
と
抜
け
る
。
灰
色
の
長
い

毛

千

葉
「
（
泣
き
そ
う
）
な
ん
だ
よ
、
あ
れ
」

誠

「
知
る
か
！
」

井

手
「
ザ
コ
キ
ャ
ラ
か
あ
？
」

毛
、
前
方
で
Ｕ
タ
ー
ン
、
再
び
一
同
の
方
へ
向
か
っ
て
く
る
！

呆
然
と
凝
視
し
て
い
る
ば
か
り
の
一
同
。

再
び
足
元
を
抜
け
、
廊
下
の
果
て
ま
で
行
っ
て
停
止
。

顔
を
歪
め
て
凝
視
し
て
い
る
一
同
。
た
だ
し
美
姫
だ
け
は
、
ガ

ム
を
か
み
か
み
、
ひ
と
事
の
様
に
眺
め
て
い
る
。

廊
下
の
向
こ
う
、
暗
い
闇
と
な
っ
た
中
に
、
突
如
赤
い
目
が
爛

々
と
輝
き
始
め
る
。

誠

ら
「
『
ひ
え
～
～
～
～
』
」

テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
…
…
。
奇
怪
な
音
を
た
て
て
、
目
が

近
づ
き
始
め
る
！

グ
ワ
オ
オ
オ
。
ま
る
で
獣
の
咆
哮
！

井

手
「
で
た
あ
！

い
き
な
し
ボ
ス
キ
ャ
ラ

」

誠

「
（
必
死
に
）
ナ
カ
ジ

ナ
カ
ジ
撮
れ
っ

」

言
い
な
が
ら
必
死
に
ラ
イ
ト
を
点
け
よ
う
と
す
る
も
、
点
灯
し

な
い
。

ナ
カ
ジ
「
う
っ
う
っ
」

ナ
カ
ジ
、
手
が
震
え
て
ス
イ
ッ
チ
が
押
せ
な
い
。

赤
い
目
、
フ
ラ
フ
ラ
と
左
右
に
揺
れ
始
め
る
。

千

葉
「
お
い
、
や
ば
く
ね
え
か
？
」

赤
い
目
、
猛
然
と
近
づ
き
始
め
る
。

テ
ケ
テ
ケ
主
観
／
赤
く
歪
ん
だ
映
像
。
五
人
に
迫
る
！
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（
８

ビ
デ
オ＋

ス
テ
デ
ィ
カ
ム
？
）

全

員
「
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
」

ダ
ッ
シ
ュ

○
そ
の
ま
た
先
の
廊
下

走
る
一
行
。

千
葉
、
走
り
な
が
ら
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
大
型
ベ
レ
ッ
タ
を
取
り
出

し
、
�
オ
ー
ト
�
に
セ
ッ
ト
！

足
を
止
め
、
振
り
向
き
ざ
ま
に
Ｂ
Ｂ
弾
連
射

ビ
シ
ビ
シ
ビ
シ
ビ
シ
ビ
シ
ビ
シ

と
！

赤
い
目
、
い
き
な
り
後
方
に
テ
レ
ポ
ー
ト
。

千

葉
「
や
っ
た
か

」

テ
ケ
テ
ケ
主
観
。

し
か
し
再
び
迫
り
始
め
る
赤
い
目
！

千

葉
「
（
苦
渋
）
チ
ッ
」

井

手
「
（
オ
フ
）
ち
ば
ー
っ
！
」

再
び
逃
走
す
る
千
葉
。

○
校
舎
外
観

２
階
の
廊
下
の
窓
越
し
に
、
ド
ド
ド
ド
ド
ッ
と
逃
げ
回
る
一
同

の
姿
が
見
え
る
。

○
階
段

下
っ
て
い
く
一
同
。

○
グ
ラ
ン
ド

走
り
出
て
く
る
一
同
。
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皆
、
ゼ
ー
ゼ
ー
言
っ
て
い
る
。

誠

「
（
ハ
ア
ハ
ア
）

み
ん
な
無
事
か
あ
？
」

一
同
、
互
い
を
見
回
す
。

誠
、
井
手
、
千
葉
、
美
姫
…
…
。

井

手
「
お
い
、
ナ
カ
ジ
は
？
」

千

葉
「
！
」
と
！

校
舎
の
方
か
ら
悲
鳴
。

ナ
カ
ジ
「
（
オ
フ
）
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
」

誠

「
（
顔
面
蒼
白
）
ナ
カ
ジ

」

暫
し
硬
直
し
て
し
ま
う
一
同
。

し
か
し
、
井
手
、
蛮
勇
を
奮
っ
て
校
舎
へ
ダ
ッ
シ
ュ
。

続
く
一
同
。

○
校
舎
脇

井
手
ら
「
ナ
カ
ジ
ー
ッ
！

中
嶋
ー
ッ

」

見
探
し
て
い
る
一
同
。
し
か
し
見
当
た
ら
な
い
。

と
、

誠

「
（
オ
フ
）
お
い
！

い
た
ぞ
！
」

○
グ
ラ
ン
ド
整
備
室

グ
ラ
ン
ド
競
技
用
の
用
品
庫
。
そ
の
隅
に
倒
れ
て
い
る
ナ
カ
ジ
。

暗
然
と
見
て
い
る
一
同
。

井

手
「
無
事
か

」

ナ
カ
ジ
「
（
虚
ろ
に
）
べ
っ
こ
う
あ
め
…
…
べ
っ
こ
う
あ
め
…
…
」

誠

「
髪
が
瞬
時
に
し
て
真
っ
白
に
変
貌
し
て
い
る
…
…
」

い
や
、
そ
れ
は
単
に
ラ
イ
ン
引
き
の
石
灰
を
被
っ
た
だ
け
な
の

だ
が
…
…
。

千

葉
「
ナ
カ
ジ
を
こ
ん
な
に
し
や
が
っ
て
…
…
」

誠
ら
三
人
、
部
屋
を
後
に
さ
っ
さ
と
帰
り
始
め
る
。

井

手
「
許
せ
ね
え
な
！
」

誠

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
永
遠
に
学
校
で
撮
影
出
来
な
い
」

千

葉
「
も
う
勘
弁
な
ら
ね
え
！
」
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そ
の
背
後
、
美
姫
が
ナ
カ
ジ
の
頭
を
パ
ン
パ
ン
叩
い
て
、
粉
を

落
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

行
っ
て
し
ま
う
三
人
。

○
美
姫
の
部
屋

Ｃ
Ｄ
ス
テ
レ
オ
の
パ
ワ
ー
、
オ
ン
！

軽
快
な
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク

が
流
れ
始
め
る
。

テ
ケ
テ
ケ
討
伐
の
準
備
が
始
ま
っ
た
！

自
分
ち
か
ら
持
っ
て
き
た
エ
ア
ガ
ン
を
並
べ
る
千
葉
。

ホ
ッ
ト
・
プ
レ
ー
ト
で
、
べ
っ
こ
う
飴
を
溶
か
し
て
い
る
井
手
。

そ
れ
を
小
さ
な
丸
薬
状
に
し
て
い
く
ナ
カ
ジ
。

美
姫
は

べ
っ
こ
う
飴
く
わ
え
つ
つ
ス
ト
�
に
熱
中
。
『

波
動
拳
』
の
嵐
！

六
つ
ボ
タ
ン
と
レ
バ
ー
を
駆
使
し
て
リ
ュ

ウ
を
操
る
。

○
教
室
／
翌
日
午
前

授
業
中
。
浅
沼
、
教
科
書
で
、
寝
て
い
る
四
人
の
頭
を
順
番
に

叩
い
て
い
く
。

○
グ
ラ
ン
ド
隅
／
休
み
時
間

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
生
徒
達
。
そ
の
隅
で
、
射
撃
訓
練
を

し
て
い
る
四
人
。

千
葉
が
手
本
を
示
し
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
様
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
射
撃
。

脇
を
締
め
、
方
膝
で
狙
う
。

標
的
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ポ
ン
チ
絵
の
テ
ケ
テ
ケ
。

○
屋
上

座
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
そ
れ
を
見
下
ろ
し
て
い
る
、
美
姫
。

手
に
は
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
。
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（
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
、
こ
こ
ま
で
）

○
廊
下
／
放
課
後ご

～
ん
…
…
。
鐘
が
鳴
る
。

薄
暗
く
、
ひ
と
気
の
無
く
な
っ
た
廊
下
に
、
５
人
の
勇
者
が
立

つ
。

誠

「
ト
ラ
ウ
マ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
見
参
！
」

何
故
か
柔
道
着
を
着
て
い
る
井
手
、
戦
闘
服
の
千
葉
と
共
に
先

を
歩
み
だ
す
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
ナ
カ
ジ
、
バ
ッ
テ
リ
ラ
イ
ト

を
持
っ
た
誠

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
だ
美
姫
。

井
手
、
バ
ッ
グ
か
ら
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
様
に
導
火
線
を
付
け
た

線
香
の
束
を
取
り
出
し
、
点
火
。

ナ
カ
ジ
「
手
の
シ
ワ
と
シ
ワ
を
合
わ
せ
て

」

井
手
に
後
頭
部
を
ド
ツ
か
れ
る
ナ
カ
ジ
。

廊
下
の
奥
に
向
か
っ
て
放
た
れ
る
線
香
。

ボ
ワ
！

煙
が
上
が
る
。

千

葉
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ｙ

Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｓ
」

サ
ッ
と
銃
を
構
え
る
一
同
。

美
姫
、
自
分
の
銃
か
ら
弾
を
数
個
出
し
て
掌
に
転
が
す
。
べ
っ

こ
う
飴
。
そ
れ
を
ポ
ン
と
口
の
中
に
。

煙
が
赤
く
光
り
始
め
た
。

千

葉
「
有
効
射
程
距
離
１
０
ｍ
。
引
き
つ
け
て
確
実
に
当
て
ろ
！
」

一

同
「
（
頷
く
）
」

煙
越
し
に
赤
い
目
が
輝
く
。
そ
の
光
は
怒
り
で
一
層
増
し
た
か

の
様
。
あ
の
、
獣
の
咆
哮
が
空
気
を
震
わ
す
。

井

手
「
来
る
ぞ
ー
っ
！
」

左
右
に
揺
れ
始
め
る
テ
ケ
テ
ケ

緊
張
に
顔
を
引
き
つ
ら
せ
る
誠
。

テ
ケ
テ
ケ
、
近
づ
き
始
め
た
！

千

葉
「
テ
ー
ッ
！
」

一
斉
に
銃
撃

千

葉
「
う
お
お
お
お
お
お

」

弾
、
黒
い
影
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
。
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テ
ケ
テ
ケ
主
観
。

銃
口
が
一
斉
に
向
け
ら
れ
て
い
る
中
へ
突
っ
込
ん
で
い
く
！

美

姫
「
（
毅
然
と
）
弱
点
は
目
よ
！
」

千

葉
「
！
」千
葉
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
素
早
く
オ
ー
ト
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
変

え
、
照
準
を
合
わ
せ
て

撃
つ

テ
ケ
テ
ケ
主
観
。

琥
珀
色
の
弾
丸
が
真
っ
直
ぐ
飛
ん
で
く
る
！

テ
ケ
テ
ケ
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
！
」

一
瞬
消
失
す
る
テ
ケ
テ
ケ
。

千

葉
「
や
た
っ
！
」

誠

「

で
も
、
ど
う
し
て
判
っ
た
ん
す
か
？
」

美

姫
「
（
平
然
と
）
え
？

カ
ン
」

千

葉
「
（
振
り
向
き
）
え
？
（
泣
き
そ
う
）
」

グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

つ
い
に
テ
ケ
テ
ケ
が
闇
か
ら
姿
を
現
す
！

醜
く
シ
ワ
だ
ら
け
で
、
口
が
耳
ま
で
裂
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
目
は
禍
々
し
く
真
紅
に
輝
き
、
頭
の
横
か
ら
嫌
ら
し
い
形
状

の
腕
が
生
え
て
い
る
！

千

葉
「
ぎ
ゃ
あ
ー
っ
」

テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
。
嫌
ら
し
い
音
を
た
て
、
左
右
に
揺

れ
始
め
る
テ
ケ
テ
ケ
。

千

葉
「
助
走
つ
け
て
ま
た
く
る
ぞ
ー
」

誠

「
（
苦
渋
）
奴
は
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
。
や
っ
ぱ
物
質
的
な
破
壊

は
不
可
能
な
の
か

」

来
た

テ
ケ
テ
ケ
が
地
を
滑
る
様
に
急
速
接
近
し
て
来
る

テ
ケ
テ
ケ
主
観
。

逃
げ
出
す
一
同
。

一

同
「
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
」
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突
っ
込
ん
で
く
る
テ
ケ
テ
ケ
！

Ｔ
字
交
差
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
同
曲
が
り
込
む
！

し
か

し
逃
げ
遅
れ
た
井
手
、
テ
ケ
テ
ケ
に
髪
を
掴
ま
れ
、
前
方
へ
吹

っ
飛
ば
さ
れ
る
。

井

手
「
ワ
ア
ア
ア
ア
！
」

誠

「
井
手
！
」

井
手
、
受
身
で
堪
え
、
臨
戦
態
勢
に
。

井

手
「
く
そ
う
！
」

井
手
、
テ
ケ
テ
ケ
に
向
か
っ
て
回
し
蹴
り
を
連
発
。

唖
然
と
見
て
い
る
一
同
。

誠

「
あ
の
バ
カ
」

井
手

テ
ケ
テ
ケ
の
死
闘
！

中
小
キ
ッ
ク
を
混
ぜ
て
テ
ケ
テ

ケ
の
巨
大
な
足
を
避
け
つ
つ
、
顔
を
狙
っ
て
い
く
井
手
。

（
テ
ケ
テ
ケ
主
観
適
宜
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
）

千

葉
「
イ
デ
ー
っ
！

逃
げ
ろ
バ
カ
ー
ッ
」

そ
の
背
後
、
美
姫
が
固
唾
を
呑
ん
で
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
手

元

仮
想
の
ゲ
ー
ム
卓
を
操
作
し
て
い
る
様
…
…
。

井
手
、
テ
ケ
テ
ケ
に
足
を
払
わ
れ
、
地
に
激
突
！

井

手
「
て
ー
っ
！
」

テ
ケ
テ
ケ
、
ニ
タ
ア
リ
。

井

手
「
く
そ
ー
っ
！

何
で
…
…
」

激
し
く
ボ
タ
ン
を
押
す
（
仕
種
）
美
姫
。

美

姫
「
（
呟
く
）
こ
の
敵
、
カ
タ
い
（
強
い
）
…
…
」

井

手
「
何
で
死
ん
だ
奴
の
精
神
が

」

誠

「
逃
げ
ろ
井
手
ー
っ
！
」

レ
バ
ー
を
激
し
く
振
る
美
姫
！
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テ
ケ
テ
ケ
、
そ
の
恐
ろ
し
い
顎
を
開
く
！

井

手
「
何
で
生
き
て
る
俺
の
精
神
よ
り
強
え
え
ん
だ
よ
ぉ
！
」

テ
ケ
テ
ケ
、
襲
い
か
か
る

美
姫
の
顔
、
リ
キ
が
こ
も
っ
て

井
手
、
両
掌
を
脇
で
構
え
て
気
迫
を
込
め
る
！

美
姫
の
右
手
、
素
早
く
ボ
タ
ン
を
操
作
！

井
手＋

美
姫
「

波
動
拳

」

井
手
、
突
き
出
し
た
両
掌
か
ら
閃
光
を
放
つ

テ
ケ
テ
ケ
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
」

テ
ケ
テ
ケ
、
回
転
し
な
が
ら
飛
ば
さ
れ
て
い
く
。

唖
然
と
見
守
る
一
同
。

テ
ケ
テ
ケ
、
廊
下
奥
の
壁
に
吸
い
込
ま
れ
て
消
失
。

呆
然
と
見
て
い
る
ば
か
り
の
面
々
…
…
。

静
寂
…
…
。

○
蹊
城
学
園
高
校
外
観
／
午
前

陽
光
降
り
注
ぐ
校
舎
。

Ｓ
「
数
週
間
後
」

○
１
年
Ｃ
組
教
室机

を
囲
ん
で
い
る
四
人
。

千

葉
「
な
あ
、
今
度
は
ま
た
俺
主
演
で
、
ガ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
撮
ろ
う
ぜ
。

ま
た
新
し
い
奴
、
仕
入
れ
た
か
ら
よ
」

誠

「
（
う
ん
ざ
り
）
バ
イ
ト
で
金
溜
ま
る
ま
で
待
っ
て
ろ
よ
。
（
ナ
カ

ジ
を
睨
み
）
あ
ん
と
き
ビ
デ
オ
に
録
っ
て
れ
ば
よ
…
…
」

ナ
カ
ジ
「
（
知
ら
ん
ぷ
り
）
さ
っ
き
さ
、
浅
沼
ち
ゃ
ん
か
ら
渡
さ
れ
た
ん
だ
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け
ど
、
こ
れ
」

井

手
「
何
だ
よ
そ
れ
」

ナ
カ
ジ
が
持
っ
て
い
る
の
は
封
筒
と
手
紙
。

誠
、
便
箋
を
と
っ
て
読
み
始
め
る
。

誠

「
え
ー
っ
と
…
…
。
『
ウ
チ
の
学
校
に
は
妖
怪
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
が
出

て
き
て
困
り
ま
す
。
ど
う
か
退
治
し
に
来
て
く
だ
さ
い
ー
』
？
」

千

葉
「
（
吐
き
棄
て
る
様
に
）
バ
カ
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
。
誰
が

」

井

手
「
も
う
妖
怪
退
治
な
ん
て
コ
リ
ゴ
リ
だ
あ
」

一
同
爆
笑
。
わ
っ
は
っ
は
っ
は

で
、
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー

シ
ョ
ン
。

ナ
カ
ジ
「
（
オ
フ
／
ナ
カ
ジ
だ
け
笑
わ
ず
に
封
筒
を
見
て
い
る
ポ
ー
ズ
）

あ
れ
？

こ
れ
、
女
子
高
か
ら
だ
…
…
」

○
グ
ラ
ン
ド

風
雲
吹
き
荒
ぶ
校
庭
を
、
四
人
の
勇
者
が
出
立
す
る
。

井

手
「
命
に
換
え
て
も
倒
し
て
や
る
ぜ
っ
！
」

一

同
「
お
う
！
」

○
屋
上

そ
れ
を
見
下
ろ
し
て
い
る
美
姫
。
手
に
は
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
。

美

姫
「
（
無
表
情
に
）
ば
ー
か
」

美
姫
、
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
の
パ
ワ
ー
、
オ
フ
。

黒
味
へ
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。

○
あ
の
、
教
室

教

師
「
（
カ
メ
ラ
を
見
つ
め
）

な
ア
ホ
な
…
…
。

（
唖
然
。
長
い
絶
句
）

（
ハ
ッ
と
し
、
咳
払
い
）

え
ー
っ
、
し
か
し
ま
あ
、
あ
の
、
上
半
身
だ
け
で
追
っ
掛
け
て

く
る
妖
怪
、
全
国
の
学
校
に
出
没
し
て
い
る
そ
う
で
す
な
。
�

カ
リ
カ
リ
ば
ば
あ
�
と
か
、
�
パ
タ
パ
タ
�
と
か
、
呼
び
名
は

色
々
あ
る
様
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
な
た
の
学
校
に
、
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い
つ
現
れ
る
か
判
り
ま
せ
ん
よ
。
そ
の
時
は
、
あ
の
連
中
を
呼

ん
で
退
治
し
て
貰
う
の
も
手
で
す
な
。
ヒ
ヒ
ヒ
」

と
！

突
如
、
教
師
を
写
し
て
い
る
カ
メ
ラ
の
映
像
、
赤
く
染

ま
る
。

教

師
「
な
っ

何
や
ね
ん
な

」

カ
メ
ラ
、
教
師
に
向
か
っ
て
突
進
し
て
い
く
。

教

師
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

」

終
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